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要約 

本研究では、行動経済学的パラメータを中心とした個人特性が残業時間に与える影響を考

察する。消費財メーカーＡ社の協力のもと、様々な行動経済学的パラメータに関する質問を

含んだ独自調査を行い、提供を受けた残業時間に関するデータと組み合わせて分析を行っ

た。観察期間中、残業時間上限を月 45時間とし、働く時間と場所を自由に選べる新人事制

度がＡ社で導入されたことを利用して、新人事制度の政策評価も行った。分析の結果、行動

経済学的パラメータと残業時間は有意な関係があることがわかった。例えば、子どもの頃、

夏休みの宿題を遅く済ませた人ほど、深夜残業時間が長い（時間選好）。平等主義者の方が

残業時間は長い（社会選好）。誠実性が高い人ほど深夜残業時間は短いが、総残業時間は長

い（性格）。また、新人事制度の導入によって残業時間は有意に削減された。特に、導入以

前において月 45時間以上働いていた人の残業削減効果は大きい。 
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